




・風俗街の印象の変化
 風俗街は中洲の文化と歴史の集積である。その存在を必要悪として扱うの
ではなく、風俗街の持つ閉鎖的な環境を建築化することで、風俗街が中洲
の顔、入り口となるように変化する。

・店舗の集合形態の変化
架構を頼りにして木造密集地の店舗の集合形態が変化する。平面的な奥性が立体的
に展開し、中洲全体に連続する。
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・搬入経路の変化
昼間に中央通りに業者の車が並び一つ一つの店舗に納品するのではなく、搬入庫
としてのプログラムを建築に設計することで合理性が増す。

業者が一店舗ずつ配送する 搬送コアに納品し店舗が取りに来る

建築や架構に寄りくように
屋台や店舗が繁殖する

繁殖が連続し、アーケードのようになる配送コストが下がる

納品コストが下がる

・宿泊施設の変化
 一つ一つのホテルに設けられた娯楽機能や食堂機能を接続させ、一つの
大きなラウンジを作る。利用者は中洲全体が根城のように振る舞う。

ホテルが集合するエリア
娯楽機能や食堂機能を抽出する

一つの大きなラウンジのようにつながり、中
洲全体が利用者の根城となる

・公園と居住環境の変化
 大通りに面した既存の駐車場を拡張しマンションの駐車スペースを賄う
ことで道路を公園化する。既存の一部を減築することで閑散としたマン
ション街は公園としての賑わいを持つようになる

・空間体験の変化
 空間として一つのテーマを持ったまとまりとなることで、断片的に存在していた
様々な活動が中洲を大きな舞台とした一つの出来事として認知されるようになる。
それにより、意識の中でも中洲というシルエットが浮かび上がるようになる。

method :中洲のストラクチャーを設計する progress:中洲に波及する変化
/Ýmaster plan /Ýdiagram
・道路を敷地と捉える
 現在の中洲は福岡から博多への都市の連続により島としてのアイデンティティを
失っている。しかし、屋台や飲食店、風俗店のように、中洲としてのアイデンティ
ティは道の上にはみ出すように溢れている。中洲の中心を通る道の上に島の背骨
のように建築を設計する。

現在の中洲の中心は中洲を横断する 3本の大通りに唯一接続し、飲食街を縦断
するアーケードのように計画された中洲中央通りである。この道路を覆うように
それぞれのプログラムに合わせたコアを部分的に計画することで都市的な長さが
失われる。さらにそれぞれの建築が架構でつながることで自治と計画理念がス
イッチし周辺の既存に変化を与える。

 配置される建築は周辺の既存と連続性を持つように計画される。さらに道路に
よる制限から自由になった中洲はその建築や架構を頼りに繁殖していく。既存の
計画原理によって形作られるアーケードは、中洲の活動が連続することで現れる
アーケードに上書きされる。

 中洲の自治的な活動によって建築の周辺に変化が現れ、やがてそれが島全体に
波及することで自治をストラクチャーとした一つの建築のようなシルエットを持
つようになる。

・分断したプログラムを接続させる
 横断する計画道路によって分断された領域に対してそれぞれの自治を支えるスト
ラクチャーとなるような建築を計画し、長手方向に連続させることで中洲を一つ
の舞台として生活する風景をつくる。

・中心を無くす
 道路と建築がスイッチし、分断されたプログラムを接続させることで都市計画に
よって作られた中心が侵食される。それによって中洲に点在する小さな風景が連
続し多中心的な島になる。

・phase 1 中央通りに建築と架構が伸びる

・phase 2 建築と架構を拠り所にして中洲の小さな断片がつながる

・phase 3 島全体に活動が波及する

エントランスがつ
ながり大きな庭の
ようになる

ラウンジがつなが
り大きなロビーの
ようになる

店舗へのアクセス
動線が繋がり平面
的に、立体的につ
ながるアーケード
のようになる

エントランスがつ
ながり大きな庭の
ようになる

小路や周辺が顕在化し
中洲が多中心のまとまりを持つ

昭和通り 明治通り

中洲中央通り

国体道路

ストリート公園になる 飲食店や屋台が道に迫り出す

屋外通路でつながるマンション群の庭になる

ホテルのラウンジが繋がる

オフィスビルのテラスになる 高層の店舗も接道する
風俗街が中洲の入り口になる

デッキで間接的に繋がる広告看板がぶら下がる

搬入経路がまとまる

既存の構造と接続する

空洞だった道路に活動があふれ出す

中洲全体が公園・庭のように

中洲全体が根城のように

中洲全体が一つの店舗のように

中洲全体が歴史と文化を持った
ミュージアムのように

清流公園
中島公園

中央通りを覆うように建築と架構がのびる

ヒエラルキーのある通りの構成

マンション ホテル 飲食店 風俗街



 本提案では、都市が地域性を持つということに対し建築が提供しうる価値として
、中洲のそれぞれの領域に対して自治活動を誘発するストラクチャーを与えるこ
とを試みた。このストラクチャーに対して中洲を自分のものとして獲得していくよう
な活動が作用することで、この島の自治という特殊性からなる都市が空間として
現れる。またこの変化の連鎖が、雑多性と多様性を伴った中洲の豊かさをもたら
すとともに、島としての様相（全体性）の発現つながると考える。
 本提案は、自治という中洲の特殊性に着目した建築の可能性の提示であり、中洲
の都市としてのビジョンを示すものである。

conclusion

飲食街部分平面2F

飲食街部分平面1F


